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石
田
純
郎

筆
者
は
一
九
九
六
年
に
二
度
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
ダ
ン
ス
ク
に
赴

き
、
国
立
グ
ダ
ン
ス
ク
公
文
書
館
で
「
故
］
○
．
少
旦
ク
ル
ム
ス
博
士
の

手
稿
か
ら
の
抜
粋
」
を
入
手
し
た
。

ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
記
録
簿
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
六
頁

の
書
類
で
あ
る
。
こ
れ
は
ク
ル
ム
ス
が
自
筆
し
た
書
類
を
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
の
職
員
が
転
記
し
た
も
の
で
、
記
録
の
タ
イ
ト
ル
全
文
は
「
故
宕
．

シ
ロ
ク
ル
ム
ス
博
士
の
手
稿
『
医
学
博
士
に
て
正
教
授
の
Ｊ
・
Ａ
・
ク

ル
ム
ス
に
よ
り
、
出
来
事
の
記
録
の
た
め
に
書
か
れ
た
、
一
七
二
五
年

以
降
の
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
特
別
な
事
柄
の
私
的

日
誌
』
か
ら
の
抜
粋
」
で
あ
る
。
文
中
に
し
ば
し
ば
「
私
、
ク
ル
ム
ス
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
七
二
五
年
は
ク
ル
ム
ス
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
授
に
就
任
し
た
年

で
あ
り
、
彼
の
就
任
の
い
き
さ
つ
か
ら
こ
の
記
録
は
始
ま
り
、
翌
年
八

月
末
ま
で
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
の
出
来
事
が
具
体
的
に
こ
ま
ご
ま
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語
混
じ
り
の
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
記
録
の

複
写
を
、
岡
山
大
学
文
学
部
の
高
橋
輝
和
教
授
に
解
読
い
た
だ
い
た
。

こ
の
史
料
原
文
と
そ
の
日
本
語
の
翻
訳
を
示
す
。

史
料
「
故
冒
．
Ｐ
具
ク
ル
ム
ス
博
士
の
手
稿

か
ら
の
抜
粋
」

五
月
二
三
日
に
私
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
は
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
市
の
尊
敬

す
べ
き
高
貴
な
参
事
会
に
よ
っ
て
、
同
地
の
学
術
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
医

学
と
自
然
学
の
教
授
に
、
三
六
歳
の
時
に
、
一
三
年
間
空
席
で
あ
っ
た
、

私
の
か
っ
て
の
師
、
旨
．
グ
ロ
ゼ
マ
イ
エ
ル
（
Ｑ
房
①
冒
里
①
ユ
博
士
の

ポ
ス
ト
に
任
命
さ
れ
た
。

六
月
二
八
日
に
紹
介
式
が
、
通
常
の
厳
か
さ
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
。

私
の
た
め
に
、
講
座
を
ア
ー
ビ
ヒ
ト
（
シ
巨
呂
己
博
士
殿
が
学
長
と
し

て
、
「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
自
然
哲
学
の
用
益
に
つ
い
て
」
と
い

う
講
演
で
も
っ
て
開
講
し
た
。
こ
の
後
、
私
は
「
自
然
哲
学
と
将
来
の

自
然
科
学
と
の
結
合
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
を
行
な
っ
た
。

紹
介
式
の
終
了
後
、
私
は
最
後
に
私
の
前
に
紹
介
さ
れ
た
ホ
ー
ハ
イ

ゼ
ル
田
呂
①
耐
①
一
）
教
授
殿
に
楽
団
長
に
関
し
て
、
紹
介
式
の
際
の
音

楽
の
た
め
に
、
尊
敬
す
べ
き
高
貴
な
参
事
会
に
よ
っ
て
彼
に
支
払
わ
れ

た
二
○
帝
国
タ
ー
レ
ル
以
上
に
さ
ら
に
私
か
ら
謝
礼
を
要
求
し
て
い
る

と
聞
い
た
の
で
、
前
述
の
教
授
が
彼
に
そ
の
よ
う
な
も
の
を
与
え
た
か

ど
う
か
、
そ
れ
は
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
、
尋
ね
た
。
し
か
し
彼
は
知

ら
な
か
っ
た
（
訳
註
”
こ
こ
で
途
切
れ
て
い
る
）
。

翻
訳
一
頁

一
七
二
五
年
と
一
七
二
六
年
へ
の
追
加

故
］
ｐ
Ｐ
９
ク
ル
ム
ス
博
士
の
手
槁
『
医
学
博
士
に
て
正
教
授
の
Ｊ
・

Ａ
・
ク
ル
ム
ス
に
よ
り
、
出
来
事
の
記
録
の
た
め
に
書
か
れ
た
、
一
七

二
五
年
以
降
の
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
特
別
な
事
柄

に
関
す
る
私
的
日
誌
」
か
ら
の
抜
粋
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私
の
就
任
の
際
の
授
業
”

当
時
は
た
だ
六
人
の
教
授
し
か

い
な
か
っ
た
。
パ
ウ
ル
・
パ
ー
テ
ル
、

マ
テ
ゼ
オ
ス
令
四
昌
而
胃
閏
》

巨
禺
冨
陥
３
）
、
員
外
教
授
は

少
し
前
に
死
亡
し
て
い
た
。

Ｉ
八
・
九
年
生

月
午
前
七
’
八
時
欠

八
’
九
時
胃
．
乏
三
の
号
の
侭
食
糧
品
の
歴
史
学

九
’
一
○
時
ロ
試
少
亘
ら
胃
列
王
紀
（
？
）
の
神
学

午
後
二
’
三
時
甲
目
，
国
○
蔚
尉
里
へ
プ
ラ
イ
学

三
’
四
時
甲
旦
、
留
『
８
国
房
雄
弁
に
つ
い
て

火
朝
七
’
八
時
私
胃
．
〆
昌
ョ
尻
守
ら
れ
る
べ
き
健
康
に

関
す
る
医
学

残
り
の
時
間
の
授
業
は
、
月
曜
日
の
朝
と
午
後
と
同
様
で
あ
っ
た
。

七
月
六
日
に
私
は
気
高
い
教
授
団
に
よ
っ
て
同
僚
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
た
。
そ
の
儀
式
の
際
に
私
は
次
の
事
柄
を
誓
っ
た
。

一
、
教
授
団
の
中
で
述
べ
ら
れ
る
意
見
を
外
に
洩
ら
さ
な
い
こ
と

二
、
複
数
の
意
見
を
承
認
す
る
こ
と

三
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
発
展
さ
せ
、
か
つ
教
授
団
メ
ン
バ
ー
の
名
誉

を
続
け
る
こ
と

水
午
前
七
’
八
時
私
胃
．
尻
昌
ョ
易
自
然
学

八
’
九
時
卑
旦
・
牌
胃
一
曾
侭
哲
学

九
’
一
○
時
目
．
少
亘
ｏ
胃
神
学
論
争

木
午
前
七
’
八
時
目
下
欠

八
’
九
時
卑
具
め
目
８
１
丘
の
雄
弁
に
つ
い
て

九
’
一
○
時
即
ａ
ｍ
ｇ
里
腎
臓
哲
学
的
な
事
柄

午
後
二
’
三
時
目
下
欠

三
’
四
時
卑
旦
．
函
○
胃
尉
堅
ギ
リ
シ
ア
学

翻
訳
二
頁

金
午
前
七
’
八
時
目
下
欠

八
’
九
時
胃
、
三
三
①
号
①
侭
法
律
学
補
講

九
’
一
○
時
私
胃
．
〆
三
日
易
自
然
学

午
後
二
’
三
時
欠

三
’
四
時
卑
旦
．
頭
○
房
耐
里
ギ
リ
シ
ア
学

土
午
前
七
’
八
時
目
．
三
二
①
弓
①
侭
法
律
学
補
講

八
’
九
時
卑
旦
め
３
座
喝
侭
哲
学

Ⅱ
六
・
七
年
生

月
・
火
の
午
前
七
’
八
時
急
閉
ｇ
２
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
学
論
究

註
“
月
は
少
な
く
と
も
私
の
希
望
に
よ
る
が
、
し
か
し
必
要
性
か
ら
で

は
な
い
。
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土一
七
二
五
年

八
月
二
一
日
に
六
・
七
年
生
の
公
開
試
験
が
午
前
八
時
か
ら
一
二
時

八
’
九
時
私
ｐ
Ｈ
．
尻
昌
日
吊
自
然
学

九
’
一
○
時
卑
旦
．
、
閏
ｇ
己
吊
オ
ヴ
ィ
デ
ィ
ウ
ス

（
ロ
ー
マ
の
詩
人
）

二
’
三
時
卑
旦
⑦
呂
堅
喝
侭
論
理
学

三
’
四
時
卑
旦
．
国
○
胃
厨
里
ギ
リ
シ
ア
学

七
’
八
時
卑
旦
・
西
○
胃
尉
里
へ
プ
ラ
イ
学

八
’
一
○
時
卑
旦
．
の
胃
８
国
易
宿
題
訂
正

七
’
八
時
弓
閉
３
２
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
学

八
’
九
時
目
，
弓
筐
の
邑
房
侭
歴
史
学

九
’
一
○
時
甲
９
．
蟹
風
９
旨
の
修
辞
学

二
’
三
時
卑
旦
．
砕
言
一
瞥
侭
論
理
学

三
’
四
時
目
．
鈩
亘
の
胃
神
学

七
’
八
時
言
閉
目
里
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
学

八
’
九
時
卑
旦
．
呼
冨
億
ぐ
侭
論
理
学

九
’
一
○
時
卑
旦
．
、
冑
８
国
易
キ
ケ
ロ
の
演
説

二
’
三
時
刃
９
．
函
○
言
耐
里
へ
プ
ラ
イ
学

三
’
四
時
己
拭
鈩
豆
の
胃
神
学

七
’
九
時
刃
旦
‘
印
閏
さ
凰
吊
宿
題
訂
正

九
’
一
○
時
胃
．
弓
三
の
ご
冨
掲
歴
史
学

注
意
”
六
・
七
年
生
の
こ
の
試
験
に
は
後
援
者
の
方
々
が
、
学
長
と
教

授
た
ち
の
名
前
で
招
待
さ
れ
る
。
し
か
し
教
授
の
方
々
は
た
だ
学
長
の

名
前
に
よ
っ
て
、
召
使
を
通
じ
て
招
待
さ
れ
る
。

八
月
二
二
日
に
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
四
・
五
年
生
、
三
年
生
、
二
年

生
の
試
験
が
あ
っ
た
。
こ
の
試
験
に
は
後
援
者
の
方
々
は
学
長
と
教
授

た
ち
の
名
前
で
招
待
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
教
授
の
方
々
は
学

長
と
教
師
た
ち
の
名
前
で
、
そ
れ
も
最
下
級
の
教
師
ま
た
は
同
僚
を
通

じ
て
招
待
さ
れ
る
。
今
回
は
最
年
長
の
教
師
ペ
ト
ロ
ゼ
リ
ヌ
ス

（
も
円
ｇ
附
言
房
）
は
、
自
ら
の
気
紛
れ
か
ら
、
後
援
者
の
方
々
を
も

ま
で
あ
っ
た
。
立
ち
会
っ
た
紳
士
た
ち
と
気
高
い
修
道
院
付
属
学
校
長

会
の
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
目
下
、
城
伯
で
図
書
館

長
の
ど
胃
．
グ
ロ
デ
ッ
ク
（
ｏ
３
目
Ｒ
ご
氏
、
修
道
院
付
属
学
校
長
会

会
長
の
⑦
号
門
．
く
○
口
．
ベ
ー
メ
ル
ン
（
ｍ
ｑ
ョ
①
言
）
氏
、
修
道
院
付
属
学

校
長
の
き
め
両
日
．
フ
ェ
ル
ベ
ル
（
思
号
閏
）
氏
、
市
参
事
会
出
身
の

修
道
院
付
属
学
校
長
シ
ュ
ミ
ー
デ
ン
命
呂
目
＆
ｇ
）
氏
と
エ
ン
ゲ
レ

（
両
国
帰
扁
）
氏
、
コ
ッ
ゲ
ン
市
区
長
の
ヴ
ォ
ル
ス
ト
（
君
○
房
己
氏
、
ホ

ー
エ
ン
市
区
の
貴
族
の
ホ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
田
尻
ｇ
胃
侭
）
氏
。

欠
席
者
は
以
下
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
法
律
顧
問
の
函
．
ホ
ー
ゼ
ン

ベ
ル
ク
田
○
的
の
号
①
愚
）
氏
、
ブ
ラ
イ
テ
ン
市
区
長
の
言
の
、
フ
ォ
ッ
ケ

ン
（
甸
○
鳥
ｇ
）
氏
、
ジ
ッ
チ
ェ
ル
市
区
の
高
級
官
吏
の
シ
目
今
．
ハ
ー
ナ

ン
田
目
目
）
氏
。
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翻
訳
三
頁

学
長
と
教
師
た
ち
の
名
前
で
招
待
す
る
こ
と
を
命
じ
て
お
い
た
。
こ
の

こ
と
に
関
し
て
彼
が
教
授
の
方
々
か
ら
、
非
難
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。下

の
ク
ラ
ス
の
教
師
た
ち
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
恥

四
・
五
年
生
の
ク
ラ
ス
は
、
ペ
ト
ロ
ゼ
リ
ヌ
ス
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
ハ

デ
マ
ッ
シ
ュ
田
且
２
国
閂
ご
、
三
年
生
の
ク
ラ
ス
は
、
教
会
の
音
楽
指

揮
者
で
ポ
ン
メ
ル
ン
人
の
チ
ュ
ッ
ッ
ァ
ウ
宙
言
圃
匡
）
、
二
年
生
は
メ

ス
ケ
（
三
房
爵
）
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
他
に
さ
ら
に
書
記
の
シ
ュ
・
…
も

（
人
名
）
。
彼
は
同
時
に
生
徒
た
ち
に
計
算
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
試
験
を

行
な
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
非
常
に
少
数
で
あ
っ
た
。
四
・
五
年
生
は
六
人
、
三
年

生
は
四
人
、
二
年
生
は
五
人
。

八
月
二
三
日
に
成
績
評
価
と
移
動
が
あ
っ
た
。
七
年
生
は
六
つ
の
腰

掛
け
か
ら
三
○
人
、
六
年
生
は
三
つ
の
腰
掛
け
か
ら
一
五
人
。

六
年
生
の
ク
ラ
シ
ン
ス
キ
ー
負
目
§
易
ご
）
は
成
績
評
価
で
次

の
よ
う
な
評
価
を
得
た
：
最
も
怠
慢
、
最
も
手
に
負
え
な
い
、
故
に
学

生
牢
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
。
し
か
し
、
彼
は
部
屋
か
ら
出
て
来
る
や
否

や
、
罰
に
従
お
う
と
せ
ず
、
逃
走
し
た
。
そ
れ
故
に
不
従
順
に
よ
り
除

籍
さ
れ
た
。

移
動
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
者
た
ち
は
彼
ら
の
今
ま
で
の
序
列
に
よ
っ
て

呼
び
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。

八
・
九
学
年
へ
の
移
動
の
確
実
な
前
提
条
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
年
長
に
な
る
こ
と

二
、
体
格
の
大
き
さ

三
、
他
の
級
友
た
ち
が
、
喜
ん
で
辱
め
ら
れ
得
る
厚
か
ま
し
さ

四
、
年
令
増
加
と
結
合
し
た
甚
だ
し
い
怠
惰

ヴ
ェ
ル
ザ
ー
（
乏
堅
忠
三
と
い
う
名
の
音
楽
に
熟
練
し
た
あ
る
者
は

妻
を
要
ろ
う
と
前
か
ら
考
え
て
い
た
が
、
彼
の
婚
約
者
が
第
二
の
男
と

結
婚
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
時
に
、
五
番
目
の
条
件
が
二
、
三
年
前
に

付
け
加
わ
っ
た
。

一
○
月
一
二
日
に
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
教
授
殿
は
、
一
年
前
か
ら
管
理
し

て
い
た
国
庫
に
関
す
る
会
計
を
ア
ー
ビ
ヒ
ト
博
士
殿
と
私
ク
ル
ム
ス
の

面
前
で
引
き
渡
し
た
。
ヴ
ィ
レ
ン
ベ
ル
ク
氏
と
シ
ェ
ル
ク
ヴ
ィ
ッ
ヒ
氏

と
ホ
ー
ハ
イ
ゼ
ル
氏
は
不
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
後
任
者
の
選
出

は
延
期
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

一
○
月
一
六
日
に
学
長
殿
は
こ
の
こ
と
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
紙
に

よ
っ
て
小
箱
を
用
い
て
意
見
を
集
め
た
。

我
々
の
同
僚
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
教
授
殿
が
引
き
渡
し
た
会
計
は
計
算
済

み
で
あ
る
が
、
新
し
い
管
理
者
は
、
何
人
か
の
同
僚
諸
氏
の
不
在
の
た

め
に
、
任
命
さ
れ
得
な
か
っ
た
。
故
に
私
は
、
国
庫
の
管
理
を
行
な
う

他
の
誰
か
を
投
票
に
よ
っ
て
選
ぶ
よ
う
、
極
め
て
名
望
の
あ
る
同
僚
諸

氏
に
求
め
る
。
私
自
身
は
投
票
を
保
留
す
る
。
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Ｊ
・
Ｂ
・
ア
ー
ビ
ヒ
ト
博
士

私
が
投
票
を
保
留
す
る
理
由
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
に
し
て
も
、

私
に
は
、
さ
ほ
ど
些
細
な
こ
と
で
は
な
い
。

Ｓ
・
Ｆ
・
ヴ
ィ
レ
ン
ベ
ル
ク
博
士

私
は
視
学
官
殿
に
投
票
す
る
。
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
博
士

私
は
尊
敬
す
べ
き
学
長
殿
が
国
庫
の
管
理
を
引
き
受
け
る
よ
う
、
彼

を
特
に
推
薦
す
る
。
Ｊ
Ｏ
・
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス

極
め
て
熟
達
し
た
視
学
官
た
る
、
極
め
て
名
望
の
あ
る
同
僚
殿
を
た

め
ら
わ
せ
得
た
、
投
票
権
を
保
留
す
る
そ
の
理
由
は
か
な
り
重
要
で
あ

っ
て
、
私
の
推
測
す
る
限
り
、
こ
の
問
題
は
前
任
者
に
対
す
る
全
く
実

際
的
な
審
理
の
中
か
ら
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
教
授
団
の
メ
ン

バ
ー
三
人
が
不
在
で
あ
っ
て
も
、
二
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
国
庫

と
第
三
者
か
ら
の
学
術
補
助
金
に
関
す
る
会
計
は
監
査
さ
れ
、
教
授
団

の
名
に
お
い
て
同
意
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
否
か
。
し
か
し
私
は
い
さ

翻
訳
四
頁

さ
か
な
り
と
も
不
同
意
で
は
な
く
、
同
僚
諸
氏
の
中
か
ら
指
名
さ
れ
た

両
名
の
一
人
に
私
の
投
票
権
を
も
っ
て
助
力
し
な
い
こ
と
も
な
い
。
こ

と
に
私
は
、
封
印
し
た
文
書
で
も
っ
て
、
公
の
会
合
の
厳
か
な
日
に
私

の
投
票
を
預
け
る
で
あ
ろ
う
。
誓
約
下
で
沈
黙
あ
る
い
は
保
留
の
理
由

が
数
え
上
げ
ら
れ
る
ま
で
、
今
度
は
私
が
そ
れ
の
公
表
を
保
留
す
る
で

あ
ろ
う
。
シ
ェ
ル
ヴ
ィ
ヒ

極
め
て
熟
達
し
た
視
学
官
殿
に
Ｃ
・
Ｌ
・
ホ
ー
ハ
イ
ゼ
ル
は
投
票
す

ブ
（
》
Ｏ

従
っ
て
教
授
諸
氏
の
二
、
三
人
は
全
く
投
票
し
な
か
っ
た
の
で
、
次

の
紙
が
一
○
月
二
三
日
に
再
度
回
さ
れ
て
、
下
の
よ
う
に
投
票
さ
れ
た

保
留
し
た
投
票
の
他
に
、
私
は
次
の
こ
と
を
述
べ
た
い
”
新
任
の
教

授
で
あ
る
私
や
ホ
ー
ハ
イ
ゼ
ル
殿
に
国
庫
の
管
理
が
委
ね
ら
れ
た
の

で
、
そ
れ
を
ク
ル
ム
ス
教
授
殿
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｊ
・
Ｂ
・
ア
ー
ビ
ヒ
ト
博
士

か
つ
て
な
さ
れ
た
管
理
に
関
す
る
会
計
が
正
当
に
教
授
団
に
よ
っ

て
、
あ
る
い
は
そ
の
大
部
分
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
以
前

に
、
な
ぜ
我
々
の
国
庫
の
新
し
い
管
理
者
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
の
か
、
私
は
未
だ
に
理
解
出
来
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
は
か
つ

て
行
な
わ
れ
た
た
め
し
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
シ
ェ
ル
ヴ
ィ
ヒ
閣
下
殿

は
聡
明
に
も
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
例
が
悪
し
き
習
慣
と
み
な
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
少
数
に
よ
っ
て
多
数
が
凌
駕
さ
れ
得
る
こ
と
を

忠
告
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
と
、
一
、
先
任
の
管
理
者
で

あ
っ
た
シ
ェ
ル
ヴ
ィ
ヒ
殿
と
ホ
ー
ハ
イ
ゼ
ル
殿
の
会
計
が
未
だ
に
処
理

済
み
の
会
計
で
は
な
く
、
彼
ら
は
、
私
の
知
る
限
り
、
そ
れ
に
関
係
す

る
証
拠
書
類
を
今
な
お
自
ら
の
手
許
に
持
っ
て
い
る
こ
と
、
二
、
会
計

書
類
は
昔
か
ら
の
通
り
、
公
の
保
管
場
所
た
る
図
書
館
に
あ
る
べ
き
で

あ
っ
て
、
管
理
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
三
、
徴
収
さ
れ
た
罰
金
は
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我
々
の
国
庫
の
金
で
あ
る
の
に
、
未
だ
に
そ
こ
へ
納
め
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
私
は
依
然
と
し
て
投
票
を
保
留
し
、
こ
れ
ら
の
事
に
関
し

て
私
と
共
に
よ
り
徹
底
し
た
管
理
を
実
施
す
る
よ
う
、
極
め
て
名
望
の

あ
る
同
僚
諸
氏
に
親
し
く
異
義
を
申
し
立
て
る
次
第
で
あ
る
。

Ｊ
・
Ｆ
・
ヴ
ィ
レ
ン
ベ
ル
ク

監
査
さ
れ
る
べ
き
国
庫
会
計
に
お
け
る
慣
習
は
私
の
承
知
し
な
い
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
意
見
の
相
違
が
生
じ
た
後
で
は
、
私
は

熟
達
し
た
視
学
官
殿
に
投
票
し
た
い
と
思
う
。

Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
博
士

ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
教
授
殿
は
ま
ず
投
票
に
先
ん
じ
て
、
私
が
聞
い
た
よ

う
な
、
極
め
て
苦
々
し
い
言
葉
を
シ
ェ
ル
ヴ
ィ
ヒ
教
授
殿
に
加
え
て
か

ら
、
も
う
一
度
、
学
長
殿
に
投
票
し
た
。
私
は
そ
の
紙
自
体
を
も
う
そ

れ
以
上
目
に
し
な
か
っ
た
の
で
、
他
の
教
授
達
の
投
票
を
全
く
把
握
し

な
か
っ
た
。
（
訳
註
”
ク
ル
ム
ス
の
コ
メ
ン
ト
）

一
○
月
二
九
日
に
学
長
殿
は
投
票
を
ま
と
め
る
た
め
に
新
し
い
紙
を

回
送
し
、
そ
の
中
で
全
て
の
教
授
諸
氏
が
小
生
を
国
庫
の
管
理
に
当
た

ら
せ
る
投
票
を
協
議
し
た
。

一
二
月
二
日
に
六
・
七
年
生
の
公
開
成
績
判
定
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
宮
殿
の
居
住
者
た
ち
は
、
火
と
空
気
に
つ
い
て
注
意
す
る
よ
う
、

そ
し
て
祈
り
に
熱
心
に
通
う
よ
う
に
訓
戒
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
冬
中
、

教
授
の
方
々
と
下
級
の
同
僚
た
ち
が
行
な
う
、
通
例
の
宮
殿
へ
の
夜
間

訪
問
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
慣
例
通
り
、
謝
肉
祭
ま
で
続
け

翻
訳
五
頁

一
七
二
六
年

一
月
二
九
日
に
教
授
団
が
学
長
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
た
。
そ
れ
は

二
、
三
の
学
生
の
問
で
、
校
舎
で
お
き
た
混
乱
の
た
め
で
あ
る
。
ヴ
ィ

ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
博
士
殿
と
ホ
ー
ハ
イ
ゼ
ル
教
授
殿
は
不
在
で
あ
っ
た
。

ポ
ン
メ
ル
ン
の
騎
士
階
級
出
身
の
ヴ
ェ
ー
ゲ
ル
が
デ
ィ
ル
ゲ
ル
を
訴
え

た
。
デ
ィ
ル
ゲ
ル
が
ヴ
ェ
ー
ゲ
ル
の
眼
を
殴
っ
て
傷
つ
け
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
デ
ィ
ル
ガ
ー
は
、
一
日
間
、
学
生
牢
に
入
る
よ
う
申

し
渡
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ー
ビ
ヒ
ト
の
お
気
に
い
り
の
学
生
で
あ

っ
た
プ
フ
ェ
’
一
ツ
ク
が
校
舎
内
で
の
暴
行
を
理
由
と
し
て
、
視
学
官
に

し
ば
ら
く
前
に
、
罰
と
し
て
入
牢
を
申
し
渡
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
ア
ー

ピ
ヒ
ト
の
黙
認
で
そ
の
罰
を
受
け
ず
に
済
ん
だ
こ
と
を
、
デ
ィ
ル
ガ
ー

は
引
き
合
い
に
出
し
、
従
っ
て
自
分
は
都
市
貴
族
と
し
て
、
外
国
人
よ

り
も
低
く
見
ら
れ
た
く
な
い
と
述
べ
た
。
従
っ
て
も
し
も
プ
フ
ェ
ニ
ッ

ク
が
罰
を
受
け
た
の
で
あ
れ
ば
、
彼
も
罰
を
の
が
れ
る
つ
も
り
で
は
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
プ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
は
罰
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
彼

も
無
事
に
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
月
二
八
日
、
キ
ー
ケ
ブ
ッ
シ
ュ
が
尊
敬
す
べ
き
高
貴
な
参
事
会
の

ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
と
ホ
ー
ハ
イ
ゼ
ル
教
授
殿
以
外
、

教
授
の
方
々
の
誰
一
人
と
し
て
、
こ
の
冬
中
こ
の
訪
問
に
携
わ
ら
な
か

っ
た
。
ま
た
、
下
級
の
同
僚
た
ち
も
ほ
ん
の
数
回
し
か
行
か
な
か
っ
た
。
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許
可
を
得
て
、
「
視
覚
的
な
偽
り
、
す
な
わ
ち
数
学
の
証
明
の
阻
止
に
つ

い
て
」
、
公
開
討
論
を
行
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
彼
が
空
席
に
な
っ
て

い
た
数
学
の
教
授
職
を
願
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
確
実
な

対
立
者
で
あ
る
員
外
教
授
の
ハ
ー
ナ
ウ
が
彼
を
非
常
に
汚
し
た
の
で
、

キ
ー
ケ
ブ
ッ
シ
ュ
の
願
望
は
今
回
は
水
に
流
れ
た
。
こ
の
討
論
全
体
は

非
常
に
率
直
に
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
は
、
視
覚
的
な
偽
り

に
関
す
る
言
葉
は
一
言
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

三
月
二
八
日
に
教
授
団
が
召
集
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
事
実
ザ
ル
ト
リ

ウ
ス
教
授
以
外
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
て
い
た
。
理
由
は
教

会
音
楽
指
揮
者
の
息
子
で
新
最
上
級
生
の
ツ
ィ
ー
ッ
ァ
ウ
が
告
発
さ
れ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
二
、
三
日
前
に
、
公
共
の
酒
場
で
、
そ
の
夜

酔
っ
払
っ
た
の
で
家
に
運
ん
で
や
っ
た
あ
る
商
人
か
ら
、
金
の
指
輪
を

指
か
ら
抜
き
取
り
、
そ
の
次
の
日
に
ま
さ
し
く
同
じ
商
人
フ
ィ
ー
リ
ッ

プ
セ
ン
か
ら
同
じ
酒
場
で
懐
中
時
計
を
奪
っ
た
が
、
そ
の
現
行
犯
で
取

り
押
さ
え
ら
れ
、
そ
の
酒
場
か
ら
殴
り
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
す
べ
て
の
最
上
級
生
が
、
彼
に
対
し
て
敵
対
的

に
な
っ
て
、
彼
と
一
緒
に
通
学
し
た
く
な
い
と
言
い
、
事
実
そ
の
後
、

ホ
ー
ハ
イ
ゼ
ル
教
授
が
講
義
を
し
て
い
た
時
に
、
彼
を
講
堂
か
ら
放
り

出
し
た
。
付
属
学
校
長
会
の
会
長
が
時
計
の
盗
み
は
ほ
ん
の
冗
談
で
な

さ
れ
た
の
だ
と
そ
の
商
人
が
認
め
た
と
い
う
事
を
伝
え
、
そ
し
て
、
裁

判
所
で
書
き
留
め
ら
れ
た
こ
の
陳
述
害
が
学
生
た
ち
の
前
で
読
み
上
げ

ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
た
ち
に
は
ツ
ィ
ー
ッ
ァ
ウ
が
我
慢
な

ら
ず
、
む
し
ろ
ま
っ
た
く
一
緒
に
通
学
し
た
く
な
い
と
決
心
し
て
、
彼

に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
誹
誇
を
浴
び
せ
か
け
た
。
こ
の
集
会
で
学

生
た
ち
が
彼
に
関
し
て
教
授
た
ち
に
文
書
で
も
っ
て
手
渡
し
た
彼
ら
の

苦
情
は
特
に
次
の
点
で
あ
っ
た
。

一
、
盗
ん
だ
時
計
と
彼
の
公
的
な
売
節
に
関
し
て
彼
の
身
に
生
じ

た
こ
と
は
、
町
中
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
。

二
、
被
告
は
金
の
指
輪
（
複
数
）
を
所
持
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
を

売
り
に
出
し
た
と
い
う
こ
と
を
訴

翻
訳
六
頁

え
人
た
ち
は
確
か
な
証
人
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

三
、
彼
は
悪
し
き
行
状
、
つ
ま
り
ミ
サ
の
最
中
で
も
い
か
が
わ
し

き
家
に
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
、
借
金
や
巻
き
上
げ
に
よ
っ

て
、
学
生
と
し
て
振
舞
っ
て
い
な
い
。

四
、
定
員
枠
外
の
外
国
の
学
生
た
ち
は
次
の
よ
う
に
心
配
し
て
い

る
、
す
な
わ
ち
評
判
に
な
っ
て
い
る
学
生
に
対
す
る
詐
欺
行

為
や
窃
盗
行
為
が
罰
せ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
彼
ら
の
後
援
者

た
ち
は
、
外
国
の
学
生
た
ち
を
同
じ
よ
う
に
疑
い
の
目
で
見

る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
し
て
彼
ら
か
ら
特
典
を
取
り
上
げ
る
恐

れ
が
あ
る
。

さ
て
全
教
授
団
は
事
態
を
こ
れ
以
上
荒
げ
な
い
こ
と
が
得
策
だ
と
思

っ
た
の
で
、
被
告
人
の
父
親
に
対
し
て
、
彼
の
息
子
を
大
学
か
他
の
ギ
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ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
送
る
こ
と
を
勧
め
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
父
親
は
彼
を
海

路
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
送
っ
た
。

八
月
二
二
日
移
動
の
た
め
の
成
績
評
価
序
列
二
八
番
目
の
ク
ラ

ウ
ゼ
が
全
然
名
前
を
呼
び
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
試
験
の
時
に

も
、
成
績
判
定
の
時
に
も
現
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
訳
註
”
こ

の
三
行
は
後
か
ら
余
白
に
挿
入
記
載
さ
れ
て
い
る
）

八
月
中
旬
、
進
級
が
な
さ
れ
た
二
、
三
日
後
に
、
序
列
二
○
番
目
の

ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
が
請
願
書
を
も
っ
て
教
授
団
の
と
こ
ろ
に
個
人
的
に
や

っ
て
来
た
。
そ
の
中
で
彼
は
以
前
の
同
級
生
た
ち
と
並
ん
で
自
分
の
席

を
再
び
持
ち
た
い
（
進
級
し
た
い
）
と
願
っ
た
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
別

れ
の
挨
拶
を
す
る
だ
ろ
う
（
退
学
す
る
）
と
。
ア
ー
ビ
ヒ
ト
は
彼
の
意

見
表
明
を
保
留
し
た
。
視
学
官
の
ヴ
ィ
レ
ン
ベ
ル
ク
は
彼
の
願
い
通
り

に
な
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
特
に
そ
の
理
由
は
、
請
願
者
の
父
親
は
Ｘ

Ｘ
学
校
の
教
頭
で
あ
っ
て
、
父
親
が
そ
れ
故
に
位
を
下
げ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
ほ
ど
の
、
そ
の
よ
う
な
し
く
じ
り
を
彼
自
身
の
息
子
が
（
再
び
）

行
な
う
と
教
師
の
父
親
に
と
っ
て
不
利
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
（
原
註
岬
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
は
進
級
判
定
の
時
に
欠
席
し

て
い
た
。
さ
も
な
け
れ
ば
教
授
団
全
員
は
彼
の
釈
明
を
考
慮
し
た
で
あ

ろ
う
に
）
。
私
は
次
の
よ
う
な
意
見
害
を
書
い
た
。

嘆
願
者
が
占
め
る
べ
き
席
に
関
し
て
、
気
高
い
教
授
団
の
共
同
判
定

に
よ
る
、
か
の
決
定
は
最
近
な
さ
れ
て
、
移
動
の
際
に
公
示
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
も
し
も
こ
れ
が
再
び
請
願
者
の
願
望
に
応
じ
て
変
え
ら
れ

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
我
ら
の
団
体
の
名
誉
と
権
威
を
完
全
に
捨
て
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
又
同
じ
く
、
後
に
残
さ
れ
た
他
の
者
た
ち

に
よ
っ
て
、
こ
の
例
が
再
び
同
じ
方
法
で
、
結
論
の
中
に
引
き
入
れ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
（
頼
ん
だ
ら
、
上
げ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
、
の
意
）
と
、
私
は
恐
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
私
は
こ
の
よ

う
な
道
理
に
逆
ら
っ
て
彼
の
願
望
に
そ
の
ま
ま
同
意
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。ザ

ル
ト
リ
ウ
ス
教
授
は
、
ヴ
ィ
レ
ン
ベ
ル
ク
の
意
思
表
明
を
正
式
に

否
定
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
こ
の
二
人
は
か
な
り
議

論
を
行
な
っ
た
。
他
の
教
授
た
ち
は
大
部
分
、
私
の
よ
う
に
忠
告
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
請
願
者
は
、
従
っ
て
指
定
さ
れ
た
席
を
放
棄
し
な

い
で
、
通
学
し
続
け
た
（
落
第
し
た
）
。

ｌ
こ
れ
以
上
ク
ル
ム
ス
の
日
誌
は
続
け
ら
れ
て
い
な
い
。
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Ｆ
Ｓ
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Ｖ
Ｃ
Ｏ
ｎ
Ｓ
ｇ
ｅ
Ｖ
。
ｑ
ｎ
Ｓ
ａ
Ｄ
ｅ
Ｓ
ｎ
Ｏ
ａ
ｂ
ｔ
ｉ
Ｓ
ｅ
Ｏ
Ｃ
ｄ
ｉ
ｄ
ｉ
ｄ
ａ
ｄ
ｔ
ｏ
Ｃ
ｒ
ｅ
ｅ

ｐ
ｑ
Ｕ
ｎ
０
、
Ｌ
ｐ
Ｏ
ｎ
ａ
・
１
ｔ
ｕ
ｉ
ｎ
ｕ
ｎ
ｒ
ｕ
Ｄ
ｒ
Ｃ
ａ
Ｓ
ｉ
ｕ
ｄ
ｒ
Ａ
ｒ
ａ
ｇ
ａ
Ｕ
ｅ
１
Ｄ
ａ

ｉ
Ｓ
Ｓ
ｎ
Ｄ
Ｖ
ｅ
Ｏ
Ｓ
ｎ
Ｄ
９
・
ｔ
ｎ
ａ
。
Ｓ
皿
Ⅲ
‐
ｐ
ｅ
ａ
Ｓ
Ｓ
ｅ
、
ｎ
ｒ
ａ
ｉ
ｅ
ａ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
ｂ
Ⅱ
ｇ

ｔ
ｉ
ｕ
ｉ
。
Ｓ
ｆ
ｕ
Ｏ
ｌ
ｉ
ｂ
Ｃ
ｎ
ｅ
ｄ
Ｓ
ａ
ｂ
ｒ
ａ
ｆ
・
Ｉ
Ｓ
ｅ
Ｏ
ｈ
Ｖ
ｔ
ｄ
ｒ
Ｓ
ｉ
Ｓ
ｉ
Ｓ
．
ｔ
ａ
ｅ

ａ
ｔ
ｎ
Ｄ
ｔ
Ｏ
ｅ
ｅ
Ｓ
，
田
ｒ
ｕ
Ⅲ
Ｏ
Ｘ
Ｏ
ｒ
○
Ａ
ｅ
ｔ
ｎ
ｅ
ｅ
Ⅲ
９
ｆ
ｕ
ｄ
ｔ
ｋ
ｕ
ｎ
・
１
Ｓ
Ｓ
ｅ
，
１
ｒ
ｌ

ｎ
ａ
Ｃ
ｎ
ｍ
ｇ
ｉ
ｅ
ｌ
ｅ
ｔ
Ｓ
ｄ
ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ｎ
ｎ
ｉ
ｄ
ａ
ｕ
ｅ
ｉ
・
１
ｉ
ｅ
Ｃ
ａ
Ｓ
ｃ
ｆ
Ｚ
ｅ
．
ｔ
ｉ
・
ｌ
ｒ
，
ｌ
ｔ
ｅ
ｌ

ｉ
ｎ
・
ｅ
ｅ
・
１
．
１
画
ｄ
ｄ
ａ
ｅ
勺
。
ｅ
ｎ
ａ
ｐ
ｉ
・
Ｏ
ｅ
ｅ
ｌ
ｄ
ｈ
ｒ
ｃ
ｅ
，
ｔ
ｕ
ｉ
ｍ
〈
し
ａ
ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｏ
ａ
ｔ
Ｏ

Ⅲ
ｇ
Ⅲ
ｎ
ｒ
Ｓ
ｎ
ｒ
ｒ
Ｓ
ｎ
ｎ
ｏ
ｐ
ｔ
皿
ａ
ｎ
・
１
ｍ
、
Ｊ
Ｏ
Ⅲ
Ⅲ
、
１
・
１
Ｏ
ｅ
Ｒ
Ｏ
・
ｌ
ｈ
ｕ
ｔ
１
コ
ｌ
ｏ
Ｓ
Ｓ
１
ｎ
ｎ
穴
し

Ｏ
ｉ
・
ｌ
Ｏ
ｅ
Ｓ
・
１
ｇ
ｕ
ｐ
・
ｌ
ａ
ｅ
Ｃ
ａ
ａ
・
ｌ
ａ
Ⅲ
ｎ
ｔ
ｕ
２
ｕ
ｕ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
ｔ
ａ
ｏ
Ｖ
，
ｌ
Ｃ
ｒ
・
ｌ
ｒ
ａ
ｆ
ｌ
Ｓ
↑
１
・

ｎ
Ｓ
ｒ
ｄ
ｍ
・
ｌ
ｅ
ｎ
Ｗ
ｕ
ｅ
ｅ
ｐ
・
ｔ
ｕ
、
１
Ｄ
ａ
ｒ
ｑ
ｄ
皿
Ｃ
ｏ
ａ
ｒ
ｒ
Ｏ
ｐ
Ｓ
ｅ
ｅ
ａ
Ｐ
ｎ
ｅ
ｇ
Ｓ
Ｗ
ｄ

、
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
。
Ｉ
Ｓ
ｈ
・
ｌ
Ｓ
ｅ
ｎ
ａ
ｅ
ｒ
ｔ
ｄ
ｉ
ｎ
ｕ
令
．
ｔ
，
ｔ
‐
ａ
ｐ
ｎ
〃
ｕ
、
ｈ
ｋ
Ｗ
Ｓ
ｈ
ｆ
ｎ
Ｅ
ｏ

ｉ
０
Ｕ
Ｄ
ｎ
罰
１
Ｏ
ｇ
ｄ
０
，
皿
ｒ
ｅ
ｔ
Ｏ
ｍ
Ｓ
Ⅲ
Ｓ
０
．
ｔ
０
ｔ
ｎ
ｎ
ｒ
。
Ｓ
Ｄ
ｒ
ａ
。
ｇ
・
Ｓ
ｅ
↑
Ｏ
Ｏ
ｄ
Ｓ
、
ノ

・
ｕ
Ｓ
皿
ｅ
ｕ
Ｓ
ｕ
Ⅲ
Ｂ
ｔ
ｕ
ｔ
ｇ
ｒ
Ⅲ
Ｓ
ｕ
Ｓ
ｎ
ｕ
ｎ
ｎ
Ｏ
Ｄ
ａ
Ｏ
ｂ
。
Ⅲ
０
ｔ
７
．
１
ｃ
ｅ
Ｃ
Ｗ
ｒ
ｒ
。
ｅ
？

５
ｑ
Ｓ
Ｏ
ｅ
Ｓ
、
１
‘
ｕ
Ｓ
ｄ
Ｓ
ａ
ｎ
Ｏ
ｉ
ｅ
ｉ
ｑ
ａ
Ｖ
ｏ
ｕ
ｂ
・
１
．
ｆ
ｕ
ｍ
Ｓ
ｎ
Ｃ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｐ
Ｏ
、
１
ｉ
ｆ
ｌ

ｏ
ム
ｉ
ｐ
ｎ
ｅ
ｎ
ａ
ｎ
け
ｔ
ｏ
ｅ
ｎ
Ｏ
ｐ
ｐ
ｒ
・
ｌ
ｐ
ｔ
ｎ
ｅ
Ｓ
ｔ
Ｏ
ｎ
皿
Ｏ
ｔ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
ｅ
ｅ
Ｄ
Ｏ
ｒ
ｇ
ｈ
、
ｄ
Ｄ
Ａ

７
，
ｒ
ｅ
Ｏ
ａ
Ｏ
ｅ
皿
ｏ
ｎ
Ｏ
ｎ
ｕ
ｅ
ｎ
Ｏ
‐
；
ｂ
ａ
Ｃ
Ｓ
・
１
Ｏ
ａ
ｒ
Ｏ
ｉ
ｅ
ｎ
ｒ
Ⅱ
ｔ
Ｐ
ｎ
ｅ
Ｃ
ｏ

宅
ｌ
ｉ
ｅ
刊
。
・
１
ｓ
向
し
ｌ
ｔ
ｕ
Ｖ
Ｄ
ａ
Ｎ
ｎ
Ｓ
ｔ
ｍ
Ｏ
ｅ
ｉ
Ｏ
．
ｔ
ａ
．
ｔ
ｕ
・
ｌ
ｔ
ｔ
ｉ
ｄ
Ｐ
Ｖ
ｇ
ｆ
９
ｉ
ｏ
１
ａ
ｏ
ｒ
Ｈ
Ｓ
ｕ
ｆ
ｈ

ｒ
・
ｔ
ｔ
Ⅱ
ｉ
・
ｔ
ｒ
ｔ
ｉ
ｕ
ｎ
ｕ
ｒ
ｄ
ｔ
ｉ
ｎ
ｐ
ｈ
ｔ
Ｓ
Ｓ
ｔ
ｄ
。
ａ
Ｏ
Ⅲ
２
９
ｒ
割
ｌ
ｔ
ｄ
ｅ
Ｈ
ｅ
》
ａ
Ｏ
Ｃ

‐
ｔ
・
ｌ
ｍ
ａ
ａ
ｅ
ａ
ｅ
。
ｔ
ａ
ｉ
ｅ
・
Ｊ
ｅ
ｌ
ｅ
ｅ
ａ
Ｃ
ｅ
ｔ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
Ｏ
ａ
ｅ
ｎ
ｂ
ｒ
ｒ
ａ
・
ｉ
ｅ
ｏ
ｉ
ｏ
ｂ
・
ｉ
ｒ
ｒ
Ｕ

Ａ
ｕ
ｌ
ｕ
ｒ
Ｃ
Ｈ
ｈ
ｈ
ｅ
ｄ
ｒ
ｄ
ｅ
ｄ
ｐ
Ⅲ
Ｃ
ｒ
Ｓ
ｂ
ｕ
Ｃ
ａ
ｒ
・
１
Ｐ
ｒ
ｒ
Ｄ
Ｏ
ｆ
Ｐ
ｉ
Ｄ
ｌ
ｎ
Ｄ
ｂ
ｕ
工
ｕ
ｄ
Ｄ
ｂ
Ｐ
ａ
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ｌｅ

ｓ
，

、
・
１
ｇ
Ｓ
ｒ

ｅ
ｅ
ａ
・
１
ｅ
ｅ

皿
：
、
可
１
Ｃ
○
。
口
１
ｋ
ｎ

ａ
口
１
０
‐
、
・
１
。
可
ｌ
ｅ
ｎ
ｅ

Ｓ
、
１
，
Ｎ
ｃ
ｌ
ｎ
－
一
・
ｔ
ｒ
ｔ
ｎ
ｏ
ｔ
ａ
ｈ
ｕ
Ｓ

ｕ
ａ
Ｓ
ｎ
ｅ
・
ｌ
ｅ
ｒ
、
ｅ
ｐ
ロ
ー
ｌ
ｈ
Ｃ
Ｄ
ｒ
ｚ
０

Ｚ
の
１
・
ｅ
ｅ
ｇ
ｎ
‘
ｔ
ｅ
ｎ
Ｕ
ｒ
Ｃ
ｎ
ａ
ｒ
Ⅲ
△
ｔ
、
。
１
▲
。
一
Ｂ

ｅ
Ｏ
ｇ
ｆ
ｅ
ｅ
‘
じ
ａ
ｅ
・
ｔ
ｅ
ｅ
・
ｔ
ａ
ｅ
Ｓ
ｅ
ｅ
ｅ
，
ｒ
一
．
ｈ
ｔ
・
１
ｅ

ｅ
ｇ
ｒ
｜
ｐ
ｌ
Ｗ
Ｗ
Ｈ
ｔ
・
Ｊ
ｔ
ｐ
ｎ
Ｓ
・
１
ｒ
Ｓ
Ｓ
、
ｄ
ｄ
ｒ
ｎ
ｎ
ｂ
・
ｎ
ｅ
ｏ
ｈ
ｎ
，
Ｃ
ｏ
ｎ
ｅ
ｄ
ｌ
Ｑ
ｈ
ｒ

ｒ
ｒ
Ｐ
己
・
凪
Ｏ
ｎ
ｈ
、
ｌ
Ｃ
ｎ
．
１
‐
０
，
画
ｈ
Ｓ
↑
ｌ
ｅ
曲
Ｕ
ａ
・
１
叉
》
ｅ
ｂ
Ｃ
Ｕ
ｅ
Ｓ
ｃ
・
ｌ
ｏ
ｎ
０
Ｃ
ｅ

Ｏ
Ｏ
・
ｌ
ｅ
。
、
ノ
ｒ
Ｃ
ｌ
、
１
‐
１
０
．
１
ｐ
ｈ
ｅ
ａ
頁
〕
ａ
Ⅲ
ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
や
ｕ
ａ
，
ｔ
ｐ
ｅ
ａ
Ｓ
・
１
“
ｕ
ｒ
ｒ
ｈ

△
ｔ
Ｖ
・
ｎ
ｒ
ｄ
内
ｕ
・
ｔ
ｏ
，
・
１
１
ノ
ｎ
ｏ
ｎ
・
ｌ
ｃ
ｒ
・
ｌ
Ｓ
”
Ⅳ
。
ｄ
ｅ
・
’
、
ｄ
ｚ
ｐ
ｒ
、
。
、
１
ｅ
ｂ
Ⅲ
．
ｔ
ｋ
Ｄ
＆
Ｕ
Ｃ

Ｃ
ｅ
ｅ
ｈ
ｎ
・
ｈ
Ｖ
。
ｎ
一
恥
Ｗ
ｋ
Ｓ
ｌ
１
，
Ⅱ
ｉ
‐
Ｄ
Ｐ
，
１
ｅ
ｇ
ｌ
Ｗ
ｔ
ｄ
ｈ
ａ
ｔ
ｌ
ｒ
Ｏ
・
ｉ
ｉ
ｄ
・
Ｓ

Ｓ
ａ
ｅ
ｕ
ｓ
・
ｌ
ｒ
ｎ
ｎ
ｅ
・
１
０
Ｓ
ｅ
：
．
ｅ
の
１
．
ｔ
ロ
ｄ
・
ｌ

ｅ
Ｏ
ｑ
ｎ
、
ｄ
《
ａ
Ｏ
Ｔ
Ｊ
Ｃ
ｐ
ｄ

Ｒ
・
１
ｆ
Ｃ
．
ｌ
・
ｌ
ｒ
ｅ
｜
，
Ｒ
》
・
・
１
．
１
，
１
・
ｌ
ｕ
Ｚ
９
Ｃ
舎
ｔ
ｂ
・
１
、
ｌ
ｎ
Ｃ
、
１
．
ｔ
ｒ
ｔ
ｕ
Ｓ
Ｕ
ｄ
ｒ
ａ
、
ｌ
ｅ

・
し
・
ｅ
ｅ
Ⅲ
訂
Ｄ
ｒ
Ｏ
ｆ
。
ｎ
．
ｌ
ｐ
ｎ
ｍ
ａ
・
ｌ
ｅ
ａ
ｔ
・
ｌ
ｒ
ｏ
ｒ
ｒ
“
Ａ
ｒ
、
ｎ
，
ｅ
ｕ
ｕ
ｉ
ｅ
ｈ
Ｗ
Ｕ
ｎ
ｔ
ｔ
ｒ

ｎ
ａ
ｕ
・
ｔ
ｇ
ｎ
ｅ
Ｄ
Ａ
Ｏ
Ｗ
ａ
Ｓ
、
ｄ
ｅ
ｎ
Ｃ
ｒ
ｆ
ｅ
”
Ｈ
ｎ
、
１
ｒ
答
ｔ
・
ｌ
Ｏ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｐ
，
ｔ
ｇ
ａ
Ｉ
《
Ⅲ
ｄ
Ｃ
‐
，
‐
Ｃ
ｑ
Ｕ
ｎ
ｅ

ｅ
、
１
ｇ
ｅ
、
０
．
ｔ
ｒ
ｕ
ｒ
訂
Ｄ
ｅ
ｒ
ｅ
Ｗ
ａ
日
ｎ
ｏ
ｎ
ｐ
Ｃ
・
ｌ
ｕ
０
ｎ
Ｓ
ｇ
ｅ
ｕ
‐
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｏ
ｎ
ａ
Ｓ
ｅ
ｇ

ｐ
ｈ
ａ
ｇ
ａ
ｅ
。
、
Ｄ
Ｃ
ｔ
ｔ
・
ｌ
ｅ
ａ
ｆ
ｕ
ｐ
４
ｅ
。
Ⅲ
ａ
ｉ
Ｏ
Ｏ
ｒ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
。
■
ｄ
ｒ
ｇ
ｎ
Ｓ
ｅ
ｇ
ｒ
ｅ
、
ｄ
ｅ
ｎ
Ｓ
《
１
》
ａ

ｐ
ｌ
ｒ
ｖ
１
Ｒ
）
ｅ
Ｚ
ｅ
ｅ
ｑ
Ｕ
Ｃ
Ｗ
ｈ
Ｐ
ｄ
、
，
ｅ
Ⅲ
ｆ
Ｖ
０
，
０
，
．
．
１
穴
し
ｎ
ｐ
・
１
ｈ
．
ｌ
Ｖ
ｐ
ｄ
ｅ
Ｓ
・
１
ｒ
・
ｌ
ｎ
ｅ
ｆ
、
１

皿
ｅ
、
Ｋ
ｕ
ｇ
ｄ
ｎ
ｐ
ｒ
・
１
ｆ
Ｓ
ｔ
。
ｅ
Ｓ
ｎ
ｔ
Ｖ
ｆ
ｅ
ｅ
ｚ
・
１
ｅ
・
ｎ
ｇ
ｅ
ｅ
・
ｌ
ｍ
ｅ
６
八
し

Ｏ
ｍ
ｂ
口
Ａ
ｅ
Ｓ
・
ｌ
ｏ
ｒ
・
ｏ
ｎ
・
Ｊ
ｕ
・
・
ｌ
ｒ
Ｈ
》
Ｓ
ｇ
↑
ｌ
Ｏ
ｒ
ｎ
ｒ
Ｔ
Ｗ
ｇ
ｔ
ｏ
ｈ
ｅ
ｅ
、
１
．
１
ｔ
ａ
ｒ
Ｓ

Ｖ
ｅ
ｎ
Ｄ
ｕ
Ｉ
ｈ
ｎ
・
ｔ
Ｓ
・
ｔ
ｈ
ｄ
Ｕ
・
ｌ
ａ
、
１
．
ｔ
Ｄ
ｎ
ｅ
Ｓ
・
ｌ
ｃ
ａ
・
１
ｅ
ｅ
Ⅲ
ｅ
，
ｔ
｝
ａ
ｎ
Ｏ
Ｄ
ｎ
胃
ｅ
ｅ
ｎ
Ｖ
Ｏ
ａ
ｏ
ｓ

画
。
ｅ
Ⅲ
Ｓ
Ｚ
向
Ｉ
》
ｌ
Ｃ
ａ
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
ｂ
ｎ
ｅ
ｏ
Ｓ
ｕ
Ｃ
ｑ
Ｕ
ｅ
ｇ
Ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
Ｓ
ｅ
ｍ
け
Ｃ
，
ｔ
Ｓ
ｇ
ｐ
ｎ
ｅ
ａ
Ｓ
ｄ
Ｓ
ａ

．
、
ｌ
Ｏ
ａ
ｕ
ｎ
・
ｌ
ｔ
Ｐ
ｓ
ａ
ｒ
，
ｕ
ｅ
ｇ
ｅ
ｅ
ａ
・
１
。
ａ
ｏ
Ｖ
ａ
ｅ
ｒ
《
ｉ
ｓ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ｖ
ｒ
Ｓ
ｄ

Ｆ
上
ｆ
・
１
，
８
、
ｄ
ｒ
ａ
Ｏ
ｎ
ｄ
ｈ
ｅ
・
ｔ
、
ｌ
ｆ
ｈ
ｐ
Ⅲ
ｅ
胤
・
１
，
１
ｆ
・
品
１
１
０
皿
且
ｕ
ｅ
烏
Ｄ
ｐ
Ｅ
・
１
０
・
ｌ
ｑ
ｇ
ｅ
、
ノ
・

Ｏ
ｕ
・
１
ｅ
ｒ
Ｖ
ｅ
Ｃ
・
ｇ
Ｓ
・
１
ｃ
・
１
ｂ
．
．
ｔ
、
１
ｏ
ｆ
‘
１
ｇ
ｆ
ｒ
宵
ａ
・
ｌ
ｆ
ｏ
ｄ
Ｖ
Ｓ
ｅ
ｆ
勺
１
．
１
ノ

ｒ
ａ
面
Ｗ
◆
ｒ
Ｃ
ｅ
Ｈ
ｅ
・
ｌ
ｅ
ｎ
ｅ
ｅ
ｈ
Ｓ
ｎ
ｄ
ｏ
ｑ
ｎ
ａ
ｒ
Ｏ
・
ｌ
ｅ
，
ｎ
ｕ
ｈ
ｔ
ｏ
。
。
ｒ
ｅ
Ｏ
ｕ
２

Ｐ
Ｖ
ｅ
ｒ
・
１
。
《
１
面
，
ａ
ｇ
ｍ
Ｗ
ｃ
ｕ
ｅ
ｅ
Ⅲ
ｐ
ｄ
ｇ
Ｃ
ｆ
Ｐ
ｒ
か
Ｉ
ｇ
ｅ
・
ｌ
ａ
ｕ
ｅ
・
１
Ｓ
ｒ
ｄ
ｄ
・
ｏ
ｒ
ｆ
ｒ
ｒ
・
・

・
・
ｑ
ｒ
Ｄ
ａ
０
ｎ
。
ｔ
Ⅲ
ａ
ａ
Ａ
Ｓ
Ｓ
ｕ
１
Ｄ
ｎ
ｐ
ａ
ｒ
ｎ
・
１
Ｐ
・
１
ｎ
Ｒ
八
し
ｎ
Ｓ
ｒ
、
且
ｕ
，
ｔ
ｅ
ｏ
ｈ
Ｄ
ｌ
ｎ
ワ
？

Ⅲ
ｄ
Ｄ
Ｒ
等
ｕ
八
し
・
ｌ
ｅ
ｒ
・
可
ｌ
ｅ
ｕ
・
ａ
ｅ
Ｏ
Ⅲ
Ｃ
Ｏ
ｕ
、
１
ｅ
季
Ｓ
ｎ
ａ
ｅ
ｕ
ａ
‐
ａ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｕ
子
１
・
１
ｒ
・
Ｊ

ｕ
ｈ
ｒ
。
ｄ
ｔ
《
Ｕ
ａ
、
ｄ
ａ
ｎ
。
ｋ
・
１
↑
１
．
１
ａ
ｎ
ｈ
ｄ
ｇ
ｎ
・
１
．
１
Ⅲ
ｎ
．
ｈ
ａ
ｍ
ｎ
ｒ
ｈ
ｒ
，
ｅ
ｎ
Ｚ
ｎ
０
ｎ
‐
ｎ
．
１

・
１
，
ｒ
‐
Ⅲ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
穴
、
ノ
ー
ｒ
ｅ
ｒ
・
１
．
ｔ
、
ｔ
ｒ
ｆ
ｃ
ｅ
ｅ
ｒ
ｅ
ｆ
ｅ
、
Ｄ
Ｃ
Ｈ
」
ｌ
ｅ
ｎ
ｎ
ｃ
賑
ａ
ｎ
ｐ
ｄ
ｕ
。
ｅ
ａ
Ⅱ
）
ｅ

頁
昭
雫
肘
虹
、
ｍ
誕
諏
ｍ
ｒ
ｎ
ｒ
“
剛
“
曲
轤
肚
、
韮
、
江
倣
Ｓ
江
皿
ｈ
ｍ
ｅ
釦
伽
副
率
Ⅲ
叶
肱
Ｓ
師
Ｗ
地
皿
も
比
ｍ
Ｄ
ｄ
，
Ｓ

５
皿
圃
鼬
帥
ｒ
ｇ
ｆ
ｆ
Ｖ
ｍ
伽
ｅ
ｒ
吐
唖
肥
凡
加
地
鵬
ｅ
Ｈ
肺
恥
伽
帥
皿
此
Ｃ
皿
哩
１
に
ｅ
吐
飢
皿
甑
恥
批
小
胆
ｉ
ｍ
Ｌ
吐
帥

料
“
即
馳
恥
罪
瞳
肥
ａ
ｍ
ｅ
Ｓ
血
“
Ｗ
唾
。
叱
晦
郡
師
応
ａ
記
Ｓ
・
唄
し
沌
帥
ｇ
蛇
ａ
ｓ
Ⅱ
肥
，
恥
匙
．
ｍ
ｎ
㎡
即
、
邸
肪

史
１
曲
、
い
妃
・
可
ｌ
乱
泣
“
加
地
ｅ
皿
．
Ｄ
ｍ
Ｈ
応
ｄ
ｔ
配
皿
ａ
Ｌ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
釦
ａ
函
加
醒
蛇
鴎
ｄ
ｈ
誠
ａ
”
肥
”
率

Ｄ
“
ｄ
・
・
ｄ
ｅ
。
Ｄ
・
１
１
Ｗ
ｈ
勺
１
ａ
・
ｔ
０
Ｋ
Ｊ
：
、
Ⅲ
Ｏ
ｒ
Ｓ
．
ｌ
Ⅲ
，
ａ
ｅ
ｅ
ｐ
ｅ
Ｓ
。
ｒ
ｒ
・
ｔ
ｎ
ｅ
ｃ
ｇ
ｎ
Ｏ
ｒ
ｎ
ａ

Ⅲ
ｒ
ｕ
内
し
ｎ
ａ
ｅ
ｃ
Ｓ
ｒ
ｎ
。
ｅ
・
ｔ
ｅ
ｐ
ａ
．
ｌ
ｎ
‐
Ａ
ｎ
・
Ｉ
．
ｔ
ｂ
ｕ
ｏ
ｄ
ｆ
Ｏ
Ｏ
ｕ
ｅ
ｇ
Ｏ
ｅ
八
し
Ｏ
ｅ
ｐ

凸
Ａ
ｅ
ｔ
・
Ｚ
公
Ｉ
ｒ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ｒ
Ｃ
ａ
ｕ
ｔ
Ｏ
目
哩
ａ
ｎ
ｐ
Ｗ
・
１
ｅ
句
Ｌ
－
ｅ
ｈ
ｅ
ａ
ｕ
ｒ
ｔ
ｒ
ｔ
ｚ
ａ
ｎ
ｒ
、
１
Ｖ

ｎ
ｓ
ｐ
Ａ
口
ｄ
ｕ
ｅ
Ｘ
ｅ
ｎ
ｎ
且
Ａ
ｎ
Ｄ
口
ｎ
ｓ
Ｓ
Ⅲ
Ｏ
ｎ
Ｕ
◇
ｅ
■
ｄ
ｒ
ｅ
Ｓ
Ｃ
ロ
、
ｕ
△
ｔ
・
１
ｐ
Ａ
Ｓ
ｒ
Ｓ
ｅ
ｅ
・
１
川
。
Ⅲ

ｒ
・
１
ａ
ｇ
ａ
Ⅲ
Ｃ
ｅ
Ⅲ
Ｃ
ｔ
ｐ
ｎ
◇
１
０
ｔ
ｒ
ａ
ｏ
画
ｄ
ｕ
ａ
ｆ
ｎ
ｏ
Ｗ
ｎ
ｄ
ｅ
ｅ
Ｓ
ｄ
３
Ｄ
・
１
ｅ
・
ｄ
ｈ

ａ
ｅ
・
‐
，
、
ｌ
ｍ
Ｄ
ｅ
ｒ
Ｖ
ｅ
◇
。
ｕ
‘
勺
ｌ
ｔ
Ｓ
Ｓ
ｒ
Ｓ
ｕ
“
ａ
Ｗ
ｃ
ｒ
ａ
ｒ
ｕ
？
ｌ
、
．
ｕ
ｏ
ｇ
ｏ
ｈ
Ｕ
ｅ
Ｖ
Ｓ
ｇ
・
１

Ｗ
ｇ
Ｓ
ｎ
ｒ
・
１
画
。
ａ
・
１
画
ｄ
ｅ
Ｓ
ａ
ｅ
ｅ
ａ
・
１
Ｓ
ｅ
Ｄ
ｐ
ｅ
Ⅳ
ａ
ｕ
ｈ
面
Ｄ
・
ａ
ｅ
ｒ
ｒ
ｍ
且
Ａ
ｒ
ｕ
ｃ
ｕ
Ａ
ｎ
・
ｌ
ｑ
－
ｅ
ｎ
。

・
・
１
ｅ
ａ
ｅ
Ｄ
ｏ
ｎ
し
、
ｄ
・
ｌ
ｐ
皿
ｎ
ｅ
Ｓ
？
Ｓ
。
で
Ｊ
Ｗ
ｎ
ｅ
ｒ
ｍ
Ｎ
Ｏ
ｅ
ｐ
ｎ
ｍ
ｎ
Ｚ
ｎ
Ｄ
ｏ
ｎ
河
１
ｓ
・
１
．
１
９
ｔ

・
９
，
．
ｔ
ｇ
ｂ
Ｆ
Ｉ
ｎ
ｅ
Ｓ
口
Ｋ
ｎ
ｒ
ｐ
ｈ
Ｏ
《
１
．
１
ｅ
・
１
．
ｔ
・
１
９
・
ｌ
ｇ
ａ
Ｗ
画
、
・
１
皿
ｎ
．
１
ａ
、
ｄ
ｇ
ｅ
・
１

ｒ
ｅ
・
ｌ
ｎ
ｒ
可
ｌ
ｃ
ｅ
ｕ
ｚ
Ｏ
ｆ
》
１
今
ｇ
ｅ
Ｕ
・
・
１
０
Ｗ
．
ｔ
Ｄ
ｇ
ｎ
・
ｌ
ｅ
。
．
ｔ
ｅ
、
ｄ
ｏ
恥
ｕ
ｅ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
，
Ｄ
且
Ｗ
川

ａ
Ｗ
ｅ
ｅ
ｅ
・
１
ｅ
、
ｌ
ａ
ｄ
ｎ
し
ｇ
ａ
・
１
、
Ｄ
Ｗ
ｏ
・
ｌ
ｔ
ｒ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｔ
ｇ
０
ｇ
唖
Ｗ
ｅ
ｂ
，
ｔ
ｒ
ｔ
ｄ
ｄ
ａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｈ
、
，

６
ｕ
Ｓ
ｇ
Ｏ
ｄ
ｈ
ａ
ｎ
河
１
ｒ
ｄ
ａ
Ｐ
ｇ
・
１
ｅ
・
ｌ
ｒ
ｕ
Ｊ
・
１
Ｓ
ｇ
旬
ｌ
ｐ
ｅ
・
’
皿
Ｚ
ｅ
・
ｌ
Ｃ
。
Ｊ
今
ｌ
ｎ
Ｓ
ｎ

２
，
‐
ｎ
ｂ
河
１
ｒ
Ｃ
ｎ
ｔ
ｆ
Ｓ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
ｂ
《
Ⅲ
ｒ
ｕ
Ｚ
ｎ
ａ
Ｚ
ｄ
ｏ
ｕ
ａ
ｅ
ｐ
・
１
Ⅲ
Ｓ
ｏ
ｈ
ｎ
Ｘ
・
１
ｓ
↑
１
．
１
ｅ
ａ
Ｏ

７
ａ
ｎ
ｅ
ａ
・
ｌ
ｏ
ｕ
ｎ
Ｄ
ｅ
・
ｌ
ｕ
ｅ
《
１
Ｓ
ｒ
ｅ
０
ｎ
，
ｔ
ｅ
ｏ
ｔ
ｎ
Ｈ
皿
Ｚ
１
勺
ｌ
ａ
ｍ
１
Ｓ
ａ
Ｈ
ｕ
Ｃ
ｕ
ｒ
ｒ
ｓ
ｅ
ｎ
日
Ｄ
Ｗ
◆
１

勺
上
Ｊ
ｅ
ｈ
ｎ
し
ｇ
Ｗ
Ｓ
ｅ
ａ
ｐ
ｇ
Ｐ
ｄ
・
ｌ
Ｆ
１
Ｃ
Ｓ
ｔ
ｅ
・
ｌ
ａ
ｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｕ
ｔ
Ｈ
Ⅲ
ｔ
。
ａ
・
ｌ
ａ
ｕ
ｈ
。
、
ｌ
ｈ
ａ
ｔ

ｏ
ｆ
ｃ
ｎ
ｅ
‘
Ｓ
Ｚ
ｏ
ｎ
Ｖ
Ｏ
ｎ
ｎ
ｔ
ｇ
ｅ
８
ｒ
ｈ
ｎ
ｏ
ｅ
ｒ
・
ｔ
ｅ
Ｃ
ｎ
Ｃ
ｔ
ｒ
ｒ
・
１
９
，
ｕ

△
Ａ
９
ｕ
Ｓ
ｅ
・
冑
・
ｔ
ｐ
ｋ
ｅ
ｒ
△
ｔ
・
ｌ
Ｏ
ｈ
ｑ
兵
６
ｍ
Ｈ
Ｏ
ａ
ｒ
Ｓ
ｂ
２
、
り
う
Ｃ
ｅ
℃
ｎ
ｄ
ｄ
ｅ
ｄ
ｌ
Ｓ
・
１
Ｓ
、
ｌ
ｅ
ｅ
ｒ
ｅ
ｔ

２
ｒ
‐
ｌ
ｒ
ｒ
Ｓ
ｒ
ｇ
Ｃ
ｒ
ｅ
・
ｔ
ｒ
Ｓ
Ｃ
ｅ
２
皿
Ｃ
ｅ
Ｏ
ｅ
・
１
皿
、
ｒ
Ｓ
ｆ
ｃ
ｒ
、
ｌ
１
ｇ
ｒ
ｒ
ｒ
、
ｌ
ｔ
ｌ
向
Ｉ
ｅ
ｒ
・
ｌ

ｏ
ｅ
Ｗ
ａ
口
ｄ
ｅ
・
１
．
１
Ｘ
ｅ
司
り
・
１
ｅ
、
１
．
１
Ｘ
ｏ
ｏ
ｅ
ａ
ｂ
ｒ
・
ｌ
ｅ
ｏ
ｅ
ａ
ｅ
ｆ
ａ
・
ｎ
ｒ
Ｏ
Ｏ
ａ
ｂ
ｅ
ｈ
ｅ
Ｏ
ｎ
ｌ
ｕ
ｂ
Ｄ
３
ｔ

ｎ
ｕ
ｇ
ｚ
Ｗ
Ｑ
Ａ
Ｗ
ｎ
ｎ
ｍ
Ｌ
ｇ
ａ
・
ｌ
ｇ
ａ
Ｓ
ｅ
Ｄ
ｐ
Ｌ
ｄ
Ｖ
ａ
ｐ
Ｄ
Ｓ
Ｄ
叩
Ｗ
、
Ｄ
０
ｎ
ｕ
↑
ｌ
ｅ
Ｗ
Ｗ
Ⅲ
Ｏ
ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｗ
ｕ
ａ
ａ
ｕ
Ｗ
Ｓ
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ｎｅ

ｅ
ｎ

ｄ
ｅ

ｒ
・
ｌ

ｕ
ｈ

Ｗ
ＣＳ

頁
）
ｒ

ｎ
ｅ

ｕ

ｔ
ｎ
ｔ

ｅ
ｄ
ｈ

○
ｋ
ｒ
Ｃ

ｒ
Ｃ
Ｏ
・
ｌ

ｅ
ｉ
ｎ
、
ノ

．
Ｔ
）
。
ｈ
皿
●Ｃ

ｄ
ｏ
ｎ
Ｓ

“
Ｉ
Ａ

ｅ
Ｓ
ｒ
‘
ｅ
・
１

Ｗ
ｅ
・
Ｕ
ｅ
ｅ
司
り
ｔ
ｔ

ｇ
ｎ
Ｓ
，
１
ｔ
ａ
ｎ
ｉ
ｅ

ｔ
・
１
，
勺
Ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ

ｅ
Ｓ
ｎ
ｎ
ｌ
ｇ
ｅ
ｉ
’
ｔ
ｅ
酷
ａ
ｔ
，
ｔ
・
１

，
・
ｌ
ｕ
ｉ
ｒ
ｅ
Ｃ
、
１
Ｃ
河
１
ｈ
ｈ
ｔ
ｅ
Ｓ
ｔ

ｄ
、
。
‐
ｌ
ｎ
ｅ
ｅ
ｕ
ｔ
ｐ
Ｄ
Ｏ
、
１
ｔ
ｒ
ａ
ｐ
－
Ｏ
ｒ

－
Ⅲ
。
ａ
・
ｎ
Ｓ
Ｓ
。
ｂ
《
５
。
ｐ
・
ｔ
Ｏ
ｅ
ｈ
Ｓ
ｌ
・
１
．
１
ｅ
ｎ
’
０

１
０
－
Ｓ
ｅ
ｄ
ｎ
ｆ
、
ｌ
ｃ
ｅ
皿
ｑ
１
ｄ
ｕ
ａ
ｒ
Ｓ
ａ
Ｃ
ｕ
ｎ
ｅ
ｔ
ｔ
Ｏ
ｄ
，
ｅ
Ｏ

ｇ
ｔ
ｒ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｎ
・
ｌ
ａ
，
ｒ
ａ
ｑ
Ｕ
。
Ｄ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
ｋ
ｎ
Ｃ
Ⅲ
ｉ
‐
Ｓ
、
１
，
ｈ

ｅ
ｅ
Ａ
ｆ
』
ｕ
・
Ｊ
ｅ
ｅ
８
ｎ
ｅ
Ｈ
・
・
』
ｄ
ｇ
，
Ｏ
Ｎ
Ｃ
ｌ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｏ
ｅ
ｅ
ｉ
Ｓ
ｎ
ｒ
ｎ
ワ

ｒ
ｌ
ｇ
ｔ
・
ｌ
ｂ
Ｎ
ｅ
ｄ
ｄ
ｉ
。
ｒ
ｅ
・
ｒ
ｈ
ｈ
ｅ
，
ｌ
ｉ
ｌ
ｔ
ｌ
ｃ
ｔ
ｇ
ｉ
Ｏ
ｅ
ｅ
ｈ

ｅ
１
．
１
．
．
Ｓ
ｅ
ｅ
｜
・
ｈ
ｎ
ｈ
ｅ
ｎ
ｅ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
Ｃ
Ⅲ
《
Ｉ
ｉ
Ｗ
《
１
，
・
ｌ
ａ
ｅ
ｉ
Ｃ
ｄ
、
ｂ
Ｃ

ｔ
ｅ
ｔ
ｕ
ｄ
ｒ
－
ｄ
・
ｔ
ａ
Ｃ
‐
ｂ
Ｏ
Ｗ
ｅ
ｂ
ｈ
８
Ｕ
Ｏ
Ｗ
ｅ
ｅ
ｅ
，
１
ｔ
、
１
１
ｉ
ａ
ｉ

ｇ
ｔ
。
、
ｏ
ｅ
ｅ
ａ
ａ
ｅ
ｉ
ｔ
、
ｒ
ｎ
Ｃ
Ｚ
ｒ
ｔ
ｒ
Ｓ
，
０
日
Ｄ
ｎ
、
ｌ
ａ
ｎ
Ｓ
ｈ

ａ
Ｓ
Ｃ
ｎ
Ｚ
ｇ
ｇ
・
１
・
‐
ｒ
・
ｎ
Ｓ
ｈ
ｔ
ｉ
ｅ
。
・
１
ｅ
Ｓ
ｒ
ｐ
ｏ
ｓ
ｕ
ｕ
Ｏ
ｉ
ｅ
ｌ
ｅ

ｌ
ｅ
工
ａ
ｅ
ｄ
ｒ
Ⅱ
Ｓ
ｇ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｕ
Ｃ
ａ
Ⅲ
ｎ
Ｓ
Ｃ
ｌ
ｅ
０
。
Ｄ
ｎ
ｅ
・
ｌ
７
ｐ
ｌ
Ｃ
ｂ
ｄ
ｌ
ｔ
ｅ
ｉ
ｌ

Ｏ
Ｋ
ｇ
Ｑ
ｄ
ｇ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｇ
ｅ
ａ
ｕ
ｋ
ｉ
○
Ｄ
ｉ
ｌ
ｇ
ｔ
，
ｔ
ｅ
Ｏ
ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
ａ
皿
ｏ
ｒ
・
ｌ
Ｗ
ｅ

ｅ
ｒ
ｒ
、
ノ
ハ
、
ｔ
，
Ｓ
ｅ
ｆ
ｅ
ｒ
ａ
Ｏ
ｐ
ｒ
・
１
、
ｄ
ｉ
ｃ
ｎ
．
ｔ
・
Ｓ
Ｏ
ｄ
ｉ
ｅ
Ｖ
ｉ
ａ
ｏ
Ｓ
・
１
，
ｉ

Ｂ
ｅ
ｅ
Ｏ
４
ｅ
・
ｒ
ｔ
・
ｕ
８
Ｋ
ｌ
ｇ
ａ
ｎ
ｅ
Ｎ
ｏ
ｅ
ｅ
ｈ
ｅ
・
１
０
９
，
．
ｔ
Ⅲ
ｉ
・
Ｊ
ｔ
‐
Ｗ

ｆ
Ｖ
Ｂ
ｎ
Ｂ
ｄ
ｅ
ｈ
ｔ
ａ
ｅ
Ｓ
ｎ
ｄ
Ｏ
ｌ
ｇ
ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
，
．
ｔ
ｕ
ａ
Ｏ
Ｓ
ａ
ａ
Ｖ
ｅ
Ｓ
ｕ
・
Ｓ
ｅ

Ｚ
Ⅱ
・
ｉ
ｒ
Ｖ
Ｃ
ｇ
ｒ
・
ｎ
ｎ
ｕ
・
ｔ
ｅ
・
唖
ｕ
ｎ
Ｏ
ｅ
。
ａ
ハ
ｕ
ｒ
ｉ
・
ｌ
ｔ
ｉ
ｕ
《
１
．
，
１
９
ｔ

ｄ
ａ
ｇ
ｈ
ｅ
ｅ
画
ａ
ａ
・
ｅ
Ｌ
ｉ
ａ
ｎ
‐
、
ｌ
Ｖ
Ｄ
ｎ
Ｏ
Ｄ
ｌ
ｏ
ｇ
ｒ
ｆ
，
ｔ
，
ｔ
ｉ
ｔ
皿
Ｓ
・
ｌ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
Ｚ

八
し
ｈ
、
ｄ
ｒ
，
ｒ
Ｗ
ａ
ｒ
勺
ｌ
ｔ
ｄ
ｂ
Ⅲ
ｒ
、
ｄ
ｎ
．
１
ｅ
向
し
ｈ
Ｂ
ｅ
“
・
ｆ
ａ
ｎ
ｒ
ｅ
ｅ
ｅ
ｒ
ｒ
ｕ
ｅ
ａ
ｅ

‐
Ｃ
ｈ
・
ａ
ｉ
ｅ
ｋ
Ｏ
Ｕ
・
ａ
Ｔ
ｒ
・
ｌ
ｉ
ｒ
ｅ
Ｇ
ｏ
Ｃ
Ｎ
ｇ
ｅ
Ｓ
ｕ
Ｃ
ａ
Ｏ
ｄ
ｎ
Ｏ
Ｗ
ｈ
Ｓ

・
ｕ
Ｕ
，
叩
ｕ
ｔ
ｂ
ｔ
Ｃ
ｅ
Ｇ
Ｘ
Ｏ
ｅ
Ⅲ
ｅ
Ｈ
ｒ
ｅ
Ｓ
ｆ
ｌ
ｕ
Ｓ
ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
ｔ
皿
ｎ
ｏ
ｔ
．
．
ｔ
・
ｅ

ｔ
Ｚ
Ｓ
ｅ
穴
Ｉ
ｔ
ｈ
ｆ
ｉ
Ⅲ
Ｂ
・
、
Ｅ
ｒ
Ｏ
ｏ
ｅ
ｚ
ｅ
ｄ
ｌ
ｉ
ｃ
ｕ
ａ
ｉ
ｒ
ｌ
ｇ
ｎ
Ｓ
。
ｇ

ｎ
ｅ
ｔ
ｆ
函
ａ
ｃ
ａ
ｆ
ａ
ｎ
ｈ
．
・
ｅ
・
Ⅲ
Ｃ
ｅ
・
ｅ
ｔ
Ｓ
ｅ
。
ｉ
ｎ
．
Ｓ
、
１
Ⅱ
、
ｌ
ｅ
ｔ
ａ
，
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
ｔ

Ｏ
ｅ
Ｂ
Ｓ
ｕ
ｈ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｓ
Ｓ
ｅ
・
ｌ
ｎ
Ⅲ
ｎ
．
・
１
ｄ
Ⅲ
ａ
ｌ
ｈ
ｄ
，
ｔ
ｄ
ｅ
ｆ
ｎ
ｐ
ａ
ｐ
ａ
８
ｎ
ｔ
ｒ
Ｏ
ｅ
ｒ

ｋ
ｇ
、
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｈ
ｅ
ｔ
Ｏ
・
Ｊ
ｅ
．
ｔ
・
ｒ
ｕ
ｅ
Ｖ
ａ
Ｃ
ｒ
ｎ
ｇ
Ｏ
ａ
ｐ
Ⅲ
ｐ
ｒ
ｅ
ｉ
ｈ
Ｓ
ｔ
０

ｉ
‐
ｅ
Ｓ
Ｓ
ｅ
ｔ
ｄ
ｅ
ｒ
ｉ
．
ｌ
・
ｔ
ｎ
ａ
ｇ
Ⅱ
．
ｔ
ｔ
１
０
ザ
ム
ー
ｒ
ｒ
Ｕ
・
ｔ
ｅ
。
ｄ
ｅ
ｅ
勺
１
１
ｆ

：
Ｄ
ｅ
ｉ
ｔ
ａ
。
ｅ
向
け
ａ
ａ
ｅ
ｔ
ｅ
ｌ
・
ｌ
Ｖ
ｉ
Ｗ
Ｏ
ｔ
Ｓ
‐
Ｏ
Ｗ
ｎ
ｕ
Ｏ
Ｐ
．
ｔ
Ｓ
ｅ
ｘ
，
ｂ
ｆ
ｒ
ｒ
Ⅲ
ａ
ｅ

ｈ
ｌ
ｔ
ｄ
ｎ
・
１
ｌ
ｂ
ｒ
ｒ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
ｉ
ｒ
Ｖ
ｉ
ｉ
肌
Ｓ
Ｏ
ａ
ｆ
ｅ
ｉ
ａ
Ｏ
Ｏ
ｔ
Ｗ
，
ｔ

ｃ
ｅ
ｉ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｇ
・
ｅ
ｉ
ｆ
ｋ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
，
ｔ
ｅ
ｔ
ｏ
・
ｎ
ｕ
ｉ
ｔ
ｒ
Ｓ
ｎ
ｔ
ｈ

頁
咄
Ｓ
伽
肥
咽
四
．
唾
ｄ
”
吐
誠
応
型
、
加
配
乱
ｐ
Ｖ
皿
乱
如
埴
加
配
ロ
批
血
昭
１
Ｍ
町
“
・
副
常
‐
皿
恥
副
唾
・
唖

６
．
叫
皿
“
、
胞
即
．
理
１
Ｖ
．
肥
町
脂
ｒ
ｈ
加
ｆ
ｄ
血
ｅ
Ｓ
◆
恥
巾
釦
伽
地
．
唾
皿
皿
吐
血
叩
ｈ
”
、
趾
吐
皿
皿
加
．
町
ｎ

料
曲
・
Ｃ
Ｇ
８
ｍ
Ｗ
ｍ
ｍ
ｆ
帥
・
ｍ
Ｗ
ｍ
ｅ
韮
加
、
即
成
血
泣
飢
ｒ
ｍ
ｍ
に
叩
伽
ａ
￥
ｈ
帥
部
唾
．
Ｖ
・
肥
Ｓ
蛇
砒
叩

史
皿
は
肥
即
巳
弧
山
咋
ｌ
ｍ
ｄ
ｎ
Ｕ
叩
Ｔ
皿
ｎ
ｄ
Ｐ
睡
聴
、
，
叩
Ｓ
肥
昭
聴
ａ
ｓ
・
威
地
，
皿
嘔
印
摩
ｚ
鑑
ｔ
肥
・
ｍ

Ｓ
ａ
ｂ
ｄ
ｎ
ｎ
・
Ｐ
ｅ
ｆ
ｄ
・
ｅ
ｅ
，
．
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
８
◆
ｇ
ｄ
ａ
・
１
．
コ
ｌ
ｅ
ｕ
ｔ
ｑ
ｖ
ｒ
・
ｒ
ｎ
ｑ
ａ

ｉ
ｈ
ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
ｕ
ｕ
ｄ
ｕ
ｎ
ｄ
Ｗ
ｇ
Ｓ
ｇ
ｎ
ｄ
ｅ
ｔ
Ｕ
ｉ
ｒ
Ｖ
ｄ
ｐ
ｃ
ｒ
ｆ
ｅ
ｔ
ｑ
ｅ
ｄ
Ｏ
ａ
ｅ
ｉ

ｅ
ｅ
ｒ
、
１
ａ
ｒ
ｔ
・
ｒ
ａ
ｅ
ａ
ｕ
ｅ
・
ｌ
ｐ
ｒ
Ｓ
ｅ
・
Ｊ
Ｔ
ｍ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｒ
ｎ
ｏ
ｅ
ｂ
、
Ｊ
Ｓ
ｋ
ｒ
Ｄ

Ｗ
ｇ
ｈ
ｅ
ａ
Ｓ
ｔ
Ｓ
γ
ｇ
ｕ
Ｓ
ｒ
，
Ｔ
ｉ
ｌ
‐
Ｗ
Ｓ
・
ｌ
ｅ
，
ｉ
ｏ
ｒ
Ａ
ｕ
ｔ
ｅ
ｅ
ｕ
ｔ
ｎ
ｎ
ｉ
Ｓ
，
ｌ
ｆ

ｒ
ｄ
ｔ
ｎ
ａ
。
ｅ
Ｗ
・
ｒ
ｕ
ｎ
ｒ
、
１
ｔ
ｕ
，
ｔ
ｄ
＠
Ｊ
。
ｅ
・
ｇ
ｅ
Ｓ
ｉ
ｒ
ｄ
ｒ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ

ｅ
０
ｎ
ｎ
ｔ
ｅ
Ｄ
ｕ
ｎ
・
ｔ
ｌ
画
ｄ
ｅ
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｏ
Ｏ
ｒ
，
Ｓ
ｎ
ｉ
Ｓ
Ｓ
、
ｄ
ｅ
ｔ
ｉ
ｅ
ｅ
ｅ
ｒ
ｅ
ｌ
０
Ｄ
ｆ
ｐ
。
Ⅲ

Ｃ
０
ｎ
Ｕ
。
ｎ
皿
ａ
，
ｌ
ｌ
９
ｅ
Ｖ
ｎ
Ｓ
ｈ
ｔ
（
し
〈
Ｕ
ｅ
ｅ
口
ｌ
ｅ
ｌ
ｎ
ｎ
の
Ｉ
ｃ
ｒ
Ｃ
ｕ
ｅ
ｃ
ｌ
Ｏ
ｐ
ｕ
１

。
・
１
ｃ
Ｃ
ｅ
ａ
Ｏ
”
Ｗ
ｅ
ｅ
Ｃ
ｒ
ｔ
ｔ
Ｓ
ｉ
Ｓ
ｎ
ｏ
・
Ｊ
ｌ
ｕ
ｕ
ｕ
ｎ
ｅ
ｅ
ｆ
ｈ
ｉ
・
ｌ
ｅ
ｒ
ｕ
ｕ

ｇ
Ｓ
・
１
０
，
．
１
・
ｒ
ｅ
。
ｈ
穴
し
ｈ
ｔ
ｕ
戸
し
、
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｎ
ｈ
ｎ
ｅ
ｅ
ｇ
ｉ
Ｏ
ｍ
ｎ
ｕ
Ｖ
ｄ
ａ
Ｖ
Ｗ
Ｓ
Ｐ
Ｑ
Ｕ
‐
Ｋ

ｕ
Ｓ
ｃ
ｎ
Ｗ
．
ｎ
．
１
ｃ
ｎ
ｚ
ｅ
、
１
が
Ｄ
ｅ
ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｅ
ｅ
（
し
ｂ
Ｏ
ｎ

ｅ
ゞ
』
Ⅱ
．
ｌ
且
ｇ
・
ａ
ｅ
ｇ
ｇ
ｔ
ｚ
ｎ
０
ｉ
Ｃ
ａ
Ｗ
ｂ
ｅ
Ｃ
Ｄ
，
皿
翫
な
Ｃ
・
蛇
ｎ
ｒ
ｍ
ｔ

Ｚ
・
ｌ
ｒ
ａ
ｌ
，
．
ｔ
ｉ
ｌ
皿
ｍ
ｕ
ｂ
Ｅ
。
ｎ
．
１
Ⅲ
ｂ
。
ｎ
‐
Ｓ
ｅ
・
１
０
７
．
ｕ
ｔ
Ｏ
Ｏ
ｄ
Ｈ
ｅ
Ｃ
Ｓ

ｅ
ｅ
｜
ｉ
ｏ
ｓ
ｔ
ｔ
ｎ
ｕ
Ａ
ａ
Ｆ
ａ
ｅ
Ａ
ｏ
、
ｌ
ａ
ｅ
ｅ
ｒ
ｚ
ｒ
Ｘ
○
ｄ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
Ⅲ
ｈ

ｅ
ｂ
，
ｌ
Ｓ
ｄ
ｂ
ｈ
田
ｕ
ｈ
ｉ
・
ｇ
Ｓ
ｎ
ｔ
Ⅲ
ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｎ
ｈ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｒ
Ｈ
Ｄ
ｍ
ｉ

ｒ
Ｓ
ｒ
Ｏ
ｒ
ｅ
Ｃ
ａ
ｚ
Ｏ
Ｓ
・
ｔ
ｇ
ｐ
ｅ
ｏ
ｃ
ｈ
．
Ⅱ
ｃ
Ｗ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
ｒ
ｐ
ａ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ
。
。
ｒ

・
ｅ
ｅ
ａ
ｅ
・
・
ｌ
Ｉ
ｉ
工
ａ
ｓ
Ｓ
ａ
２
ｎ
Ｕ
Ｊ
皿
ｒ
ｒ
Ｄ
ｅ
ｅ
ｎ
。
Ⅱ
ｒ
ｇ
Ｓ
‘
ｐ
・
ｌ
ａ
ｐ
ｔ
ｒ
Ｈ
ｂ
ｇ
ｎ
ｎ
ｅ

６
ｈ
ｇ
ｄ
Ｓ
ｎ
ｄ
ｄ
肩
、
．
ｅ
ｎ
２
Ａ
・
Ｊ
ｅ
・
１
ｐ
ｎ
ａ
ｅ
ｅ
ｇ
ａ
ｕ
ｃ
ｔ
ｔ
ｎ
ｅ
曲
・
ｌ
ｅ
ｅ
ｔ

２
ｃ
ｎ
ｕ
ｎ
ｕ
ｒ
Ｓ
ｇ
ｎ
皿
ｒ
皿
・
１
ｐ
ｏ
Ｓ
ｒ
ｈ
ｒ
ｒ
Ｓ
ｈ
ｌ
Ｃ
ｎ
ｕ
ｕ
ｉ
ｅ
ｕ
Ｓ
ｒ
ｒ
９
ｂ
ｎ
ｉ

７
ｉ
・
１
１
Ｊ
《
ａ
・
ｌ
ｔ
Ｓ
・
ｅ
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